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朝日遺跡:人骨出土状況

八王子遺跡:井泉全景
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序

平成8年度は、島根県・加茂岩倉遺跡の史上最多の銅鐸出土を

はじめ、大阪府・池上曽根遺跡の巨大建物の柱が年輪年代測定で

通説を覆す結果をもたらすなど、全国各地で注目されたできごと

がたくさんありました。

当センターも設立されて12年目を迎え、県内21ヶ所で発掘調査

が行われ、多くの成果があがっております。

ここ数年、中心事業であった東海北陸自動車道建設に伴う発掘

調査は、本年度で一段落し、それに関連した調査報告書の刊行も

始まりました。尾張西北部の歴史が、地域的な広がりをもって考

古学の立場から解明されつつあります。

本年度もこれらの発掘調査の概要や調査研究、普及活動の記録

を「年報平成8年度」として公表することとなりました。本書が

考古学の研究はもとより、埋蔵文化財の保護と活用の上でもお役

に立つことができれば誠に幸いに存じます。

本書の刊行及び発掘調査にあたっては、理事e専門委員の諸先

生方及び愛知県教育委員会のご指導を賜るとともに、建設省・日

本道路公団・住宅都市整備公団・愛知県土木部・地元各市町村・

そのほかの関係者の方々から多大なご協力をいただきました。厚

くお礼申し上げます。

平成9年3月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

理事長安部功
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例言

1.本書は財団法人愛知県埋蔵文化財センターの平成8年度にお

ける事業の概要をまとめたものである。

2.発掘調査および整理報告書の作成は、建設省中部地方建局、

日本道路公団名古屋建設局、住宅都市整備公団、愛知県土木

部から、愛知県教育委員会を通じて委託を受け、本センター

が実施した。

3.調査の概要は、各遺跡毎にまとめて記載した。

4.普及活動の概要は、本センタeの事業のうち、研修会・埋蔵

文化財展など発掘調査以外の事業について掲載した。

5.調査に当たっては、理事・専門委員の各氏および愛知県教育

委員会文化財課、愛知県埋蔵文化財調査センターの指導・助

言をいただいた。

6e本書の編集は服部俊之、大崎正敬、秋田幸純(調査研究員)

が、古橋佳子、渡辺泰子(調査研究補助員)の協力を得て行

った。また、関係各機関や各遺跡の発掘e整理にかかわる作

業員の方々に多大な援助を賜った。

7.各遺跡における調査区の座標は、国土座標第Ⅶ座標系に準拠

する。

8.各調査区の名称は、 A区、 B区・ ・ ●のようにローマ数字で

表し、調査した西暦年度の下2桁を調査区名の前に冠した。

したがって平成8年度の調査区は960区となる。
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財団法人愛知県埋蔵文化財センターの組織

役員

理事長

安部功

常務理事

樋口康則

理事

安井俊夫愛知県教育委員会教育長

井関弘太郎名古屋大学名誉教授

伊藤秋男南山大学教授

大参義一愛知学院大学教授

(平成8年9月13日ご逝去)

坪井清足財団法人大阪府文化財

調査研究センター理事長

楢崎彰一愛知県陶磁資料館総長

(名古屋大学名誉教授)

間瀬泰男都市教育長協議会会長

(半田市教育長)

高田鉞郎町村教育長協議会会長

(木曽川町教育長)

山本邦夫愛知県土木部長

小田哲二愛知県教育委員会生涯学習部長

武田晋愛知県清洲貝殻山貝塚資料館館長

(清洲町長)

福田清彦愛知県陶磁資料館館長

監事

鍵谷正衛(非常勤)

大見賢治愛知県出納事務局次長

専門委員

考古学楢崎彰一愛知県陶磁資料館総長

(名古屋大学名誉教授)

文献史学福岡猛志日本福祉大学教授

地理学海津正倫名古屋大学教授

建築史学小寺武久中部大学教授

考古学・動植物学渡辺誠名古屋大学教授

形質人類学池田次郎京都大学名誉教授

保存科学沢田正昭奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター

研究指導部長

岩石学諏訪兼位日本福祉大学教授

(名古屋大学名誉教授)

木材組織学木方洋二名古屋大学名誉教授

職員

事務局長杉浦彰治

(兼管理課長)

管理課

課長補佐市山泰

主査鹿取健司

専門員伊藤弘

主事渡遵高夫大井治

長瀬尚哉坂美貴子

調査課

課長中川真文

課長補佐高橋信明福岡晃彦

(兼主査)

主査坂倉澄夫小泉渡

増滓徹黒田哲生

主任赤塚次郎石黒立人

調査研究員小澤一弘

(主任)

調査研究員藤井孝之松田訓

伊藤秀紀宮腰健司

浅井厚視大崎正敬

中野良法後藤英史

西原正佳北村和宏

山本寿徳酒井俊彦

池本正明秋田幸純

服部俊之小川芳範

鈴木正貴樋上昇

飴谷一加藤博紀

伊藤太佳彦堀木真美子

永井宏幸鬼頭剛

田中伸明武部真木

蔭山誠一原田幹

早野浩二水谷豊(期限付)

(平成9年2月1日現在)
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